
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

　２階分階高長さの複数の第１柱主筋を、２階下で連結されて施工階床面上に突出してい
る２階分階高長さ 第２柱主筋に連結する第１工程と、
　上記第１柱主筋の周囲に１階分階高長さの第１柱型枠を形成する一方、１階下で連結さ
れて上記施工階床面上に突出している２階分階高長さの第３柱主筋の周囲に１階分階高長
さの第２柱型枠を形成する第２工程と、
　

　少なくとも 上記第１柱型枠内 上記第２柱型枠内
コンクリートを打設する 工程

を備えたことを特徴とする柱 の構築方法。
【請求項２】
　隣接して立設された柱部材間に 梁部材を架設する柱および梁の構築方法で
あって、
　２階分階高長さの複数の第１柱主筋を、２階下で連結されて施工階床面上に突出してい
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隣接して立設された柱型枠間に梁主筋を含む梁部材を架設する柱および梁の構築方法で
あって、

の

１スパン分の長さを有する上記梁部材を吊り上げ、この梁部材の一端から突出している
梁主筋を上記第１柱主筋の間に挿入した後、他端から突出している梁主筋を上記第３柱主
筋の間に挿入して、上記梁部材を上記第１柱型枠と第２柱型枠との間に架設する第３工程
と、

、 、 、上記梁部材と第１柱主筋との接合
部、および、上記梁部材と第３柱主筋との接合部に、 第４

および梁

梁主筋を含む



る２階分階高長さの第２柱主筋に連結する第１工程と、
　上記第１柱主筋の周囲に１階分階高長さの第１柱型枠を形成する一方、１階下で連結さ
れて上記施工階床面上に突出している２階分階高長さの第３柱主筋の周囲に１階分階高長
さの第２柱型枠を形成

する第２工程と、
　 上記梁部材を吊り上げ、この梁部材の一端から突出している
梁主筋を上記第１柱主筋の間に挿入した後、他端から突出している梁主筋を上記第３柱主
筋の間に挿入して、上記梁部材を上記第１柱 と第２柱 との間に架設する第３工程
と、
　少なくとも 記梁部材と第１柱主筋との接合部、および、上記梁部材と第３柱主筋と
の接合部に、コンクリートを打設する第４工程
を備えたことを特徴とする柱および梁の構築方法。
【請求項３】
　隣接して立設された柱型枠間に を架設する柱および梁の構築方法であって
、
　２階分階高長さの複数の第１柱主筋を、２階下で連結されて施工階床面上に突出してい
る２階分階高長さの第２柱主筋に連結する第１工程と、
　上記第１柱主筋の周囲に１階分階高長さの第１柱型枠を形成する一方、１階下で連結さ
れて上記施工階床面上に突出している２階分階高長さの第３柱主筋の周囲に１階分階高長
さの第２柱型枠を形 る第２工程と、
　 上記 を吊り上げ 、この の一端か
ら突出している梁主筋を上記第１柱主筋の間に挿入した後、他端から突出している梁主筋
を上記第３柱主筋の間に挿入して、上記 を上記第１柱 と第２柱 との
間に架設する第３工程と、
　少なくとも、 上記

と第１柱主筋との接合部、および、上記 と第３柱主筋との接合部に、コ
ンクリートを打設する第４工程
を備えたことを特徴とする柱および梁の構築方法。
【請求項４】
　隣接して立設された柱部材間に先組梁主筋籠を架設する柱および梁の構築方法であって
、
　２階分階高長さの複数の第１柱主筋を、２階下で連結されて施工階床面上に突出してい
る２階分階高長さの第２柱主筋に連結する第１工程と、
　上記第１柱主筋の周囲に１階分階高長さの第１柱型枠を形成する一方、１階下で連結さ
れて上記施工階床面上に突出している２階分階高長さの第３柱主筋の周囲に１階分階高長
さの第２柱型枠を形成

する第２工程と、
　 上記先組梁主筋籠を吊り上げて、この先組梁主筋籠の一端か
ら突出している梁主筋を上記第１柱主筋の間に挿入した後、他端から突出している梁主筋
を上記第３柱主筋の間に挿入して、上記先組梁主筋籠を上記第１柱 と第２柱 との
間に架設する第３工程と、
　少なくとも 記先組梁主筋籠、上記先組梁主筋籠と第１柱主筋との接合部、および、
上記先組梁主筋籠と第３柱主筋との接合部に、コンクリートを打設する第４工程
を備えたことを特徴とする柱および梁の構築方法。
【請求項５】
　 柱および梁の構築方法 て、
　 ことを特徴とする
柱および梁の構築方法。
【請求項６】
　 乃至 の何れか一つに記載の柱および梁の構築方法において、
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し、上記第１柱型枠内および第２柱型枠内にコンクリートを打設し
て第１柱部材及び第２柱部材を構築

１スパン分の長さを有する

部材 部材

、上

先組梁主筋籠

成す
１スパン分の長さを有する 先組梁主筋籠 て 先組梁主筋籠

先組梁主筋籠 型枠 型枠

上記第１柱型枠内、上記第２柱型枠内、上記先組梁主筋籠、 先組梁主
筋籠 先組梁主筋籠

し、上記第１柱型枠内および第２柱型枠内にコンクリートを打設し
て第１柱部材及び第２柱部材を構築

１スパン分の長さを有する

部材 部材

、上

請求項１乃至請求項４の何れか一つに記載の におい
上記第２柱型枠は、柱剪断補強筋が埋設された中空筒状柱型枠である

請求項１ 請求項４



　上記 ことを特徴とす
る柱および梁の構築方法。
【請求項７】
　 乃至 の何れか一つに記載の柱および梁の構築方法において、
　上記 こと
を特徴とする柱および梁の構築方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、先組柱主筋を用い および梁の構築方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、コンクリート製の柱および梁の構築方法として図２に示すような方法がある。こ
の柱および梁の構築方法においては、先ず、図２ (a)に示すように、Ｎ階の柱設置位置に
、１階分の階高長さを有する柱主筋１を立設する。この柱主筋１の立設は、例えばＮ階の
床面から突出している (Ｎ－１ )階の柱主筋の上端に、Ｎ階の柱主筋１の下端を接続するこ
とによって行う。次に、上記立設された柱主筋１の周囲に、Ｎ階床面まで柱剪断補強筋２
を巻き付ける。そして、図２ (b)に示すように、柱剪断補強筋２が巻き付けられた柱主筋
１の周囲に柱型枠３を組み立てて、コンクリートを打設する。
【０００３】
　こうして、図２ (c)に示すように、１階分の階高長さを有するコンクリート柱４が完成
した後に、隣接するコンクリート柱４ ,４間の施工階床面上に１階分階高の足場 (図示せず
)を設け、例えばハーフプレキャストコンクリート (以下、ハーフＰＣと略称する )梁５を
吊り込んで、ハーフＰＣ梁５の両端から突出している梁主筋６ ,６をコンクリート柱４ ,４
の上端から突出している柱主筋１ ,１の間に垂直方向に挿入して、ハーフＰＣ梁５の両端
部をコンクリート柱４ ,４の上端に載置する。このようにして、２本のコンクリート柱４ ,
４の間にハーフＰＣ梁５を架設する。最後に、コンクリート柱４ ,４とハーフＰＣ梁５と
の接合部であるパネルゾーン７ ,７に型枠を組み、床型枠および床鉄筋を組み立てて、コ
ンクリートを打設する。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、上記従来の柱及び梁の構築方法には以下のような問題がある。
(ａ）地上から各施工階まで柱主筋１や柱剪断補強筋２等の鉄筋とハーフＰＣ梁５を揚重
しなければならず、高層建築物に適用する場合には、施工高さ (揚重高さ )が高くなるため
に揚重に要する時間が長くなり、施工効率が悪くなってしまう。
【０００５】
　 (ｂ）上記柱主筋１の長さは１階分の階高長さである。したがって、総ての階で柱主筋
１と柱主筋１との接続を行わなければならず、柱構築に時間と労力を要する。尚、予め柱
主筋１に柱剪断補強筋２を配筋した先組鉄筋籠を使用しても同様である。
【０００６】
　 (ｃ） (ａ )における揚重回数や (ｂ )における柱主筋と柱主筋との接続回数を少なくする
方法として、図２ (a)に示す柱主筋の長さを一様に２階分階高長さまたはそれ以上にする
ことが考えられる。ところが、ハーフＰＣ梁５の両端から突出している梁主筋６ ,６を、
コンクリート柱４ ,４の上端から突出している柱主筋の間に垂直に挿入する作業が高所作
業になるので、施工性が悪いという問題がある。さらに、柱主筋の長さを一様に２階分階
高長さあるいはそれ以上にすると、従来よりも高所まで足場を設けなければならず、その
ため施工コストが上がるという問題もある。
【０００７】
　そこで、この発明の目的は、各施工階毎の揚重回数が少なく、柱主筋と柱主筋との接続
回数が少なく、現場で柱主筋に柱剪断補強筋を配筋する必要がなく、施工効率の高 お
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第１柱主筋の上部に上階用の柱剪断補強筋を束にして係止しておく

請求項１ 請求項６
施工階より上階の夫々において、上記第１工程乃至第４工程を繰り返して行う

た柱

い柱



よび梁の構築方法を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するため、請求項１に係る発 、
　隣接して立設された柱型枠間に 梁部材を架設する柱及び梁の構築方法であ
って、
　２階分階高長さの複数の第１柱主筋を、２階下で連結されて施工階床面上に突出してい
る２階分階高長さの第２柱主筋に連結する第１工程と、
　上記第１柱主筋の周囲に１階分階高長さの第１柱型枠を形成する一方、１階下で連結さ
れて上記施工階床面上に突出している２階分階高長さの第３柱主筋の周囲に１階分階高長
さの第２柱型枠を形成する第２工程と、
　 上記梁部材を吊り上げ、この梁部材の一端から突出している
梁主筋を上記第１柱主筋の間に挿入した後、他端から突出している梁主筋を上記第３柱主
筋の間に挿入して、上記梁部材を上記第１柱型枠と第２柱型枠との間に架設する第３工程
と、
　少なくとも、上記第１柱型枠内、上記第２柱型枠内、上記梁部材と第１柱主筋との接合
部、および、上記梁部材と第３柱主筋との接合部に、コンクリートを打設する第４工程
を備えたことを特徴としている。
【０００９】
　上記構成によれば 工階に立設される第１柱主筋の長さは２階分の階高長さを有して
いるために、接続個所および揚重回数が従来の１ /２となる。したがって、柱の構築コス
トが低減されると共に柱主筋の揚重時間が短縮される。
【００１０】
　さらに、上記第１柱主筋の施工階床面からの高さは２階分の階高であるのに対して、上
記第３柱主筋の上記高さは１階分の階高である。したがって、吊り上げた上記梁部材が低
い方の上記第３柱主筋の近傍まで降下されて、梁主筋の両端を上記第１柱主筋と第３柱主
筋とに挿入して上記梁主筋が架設される。その結果、架設に際して２階分の階高の足場は
必要なく、従来と同じ足場を用いて梁の架設が行われる。さらに、梁主筋の両端を上記各
柱主筋に挿入する際に、先ず高い方の第１柱主筋に挿入され、次に低い方の第３柱主筋に
挿入される。こうして、高い方の第１柱主筋がガイドになって低い方の第３柱主筋への挿
入が容易に行われる。
【００１１】
　また、 に係る発明は、
　隣接して立設された柱部材間に 梁部材を架設する柱および梁の構築方法で
あって、
　２階分階高長さの複数の第１柱主筋を、２階下で連結されて施工階床面上に突出してい
る２階分階高長さの第２柱主筋に連結する第１工程と、
　上記第１柱主筋の周囲に１階分階高長さの第１柱型枠を形成する一方、１階下で連結さ
れて上記施工階床面上に突出している２階分階高長さの第３柱主筋の周囲に１階分階高長
さの第２柱型枠を形成し、上記第１柱型枠内および第２柱型枠内にコンクリートを打設し
て第１柱部材及び第２柱部材を構築する第２工程と、
　 上記梁部材を吊り上げ、この梁部材の一端から突出している
梁主筋を上記第１柱主筋の間に挿入した後、他端から突出している梁主筋を上記第３柱主
筋の間に挿入して、上記梁部材を上記第１柱部材と第２柱部材との間に架設する第３工程
と、
　少なくとも、上記梁部材と第１柱主筋との接合部、および、上記梁部材と第３柱主筋と
の接合部に、コンクリートを打設する第４工程
を備えたことを特徴としている。
【００１２】
　上記構成によれば、施工階に立設される第１柱主筋の長さは２階分の階高長さを有して
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明は
梁主筋を含む

１スパン分の長さを有する

、施

請求項２
梁主筋を含む

１スパン分の長さを有する



いるために、接続個所および揚重回数が従来の１ /２となる。したがって、柱の構築コス
トが低減されると共に、柱主筋の揚重時間が短縮される。さらに、上記第１柱主筋の施工
階床面からの高さは２階分の階高であり、上記第３柱主筋の上記高さは１階分の階高であ
る。したがって、従来と同じ足場を用いて梁の架設が行われる。さらに、梁主筋の両端を
上記各柱主筋に挿入する際に、高い方の第１柱主筋がガイドになって、低い方の第３柱主
筋への挿入が容易に行われる。
【００１３】
　また、 に係る発明は、
　隣接して立設された柱型枠間に先組梁主筋籠を架設する柱および梁の構築方法であって
、
　２階分階高長さの複数の第１柱主筋を、２階下で連結されて施工階床面上に突出してい
る２階分階高長さの第２柱主筋に連結する第１工程と、
　上記第１柱主筋の周囲に１階分階高長さの第１柱型枠を形成する一方、１階下で連結さ
れて上記施工階床面上に突出している２階分階高長さの第３柱主筋の周囲に１階分階高長
さの第２柱型枠を形成する第２工程と、
　 上記先組梁主筋籠を吊り上げて、この先組梁主筋籠の一端か
ら突出している梁主筋を上記第１柱主筋の間に挿入した後、他端から突出している梁主筋
を上記第３柱主筋の間に挿入して、上記先組梁主筋籠を上記第１柱型枠と第２柱型枠との
間に架設する第３工程と、
　少なくとも、上記第１柱型枠内、上記第２柱型枠内、上記先組梁主筋籠、上記先組梁主
筋籠と第１柱主筋との接合部、および、上記先組梁主筋籠と第３柱主筋との接合部に、コ
ンクリートを打設する第４工程
を備えたことを特徴としている。
【００１４】
　上記構成によれば、施工階に立設される第１柱主筋の長さは２階分の階高長さを有して
いるために、接続個所および揚重回数が従来の１ /２となる。したがって、柱の構築コス
トが低減されると共に、柱主筋の揚重時間が短縮される。さらに、上記第１柱主筋の施工
階床面からの高さは２階分の階高であり、上記第３柱主筋の上記高さは１階分の階高であ
る。したがって、従来と同じ足場を用いて梁の架設が行われる。さらに、梁主筋の両端を
上記各柱主筋に挿入する際に、高い方の第１柱主筋がガイドになって、低い方の第３柱主
筋への挿入が容易に行われる。
【００１５】
　また、 に係る発明は、
　隣接して立設された柱部材間に先組梁主筋籠を架設する柱および梁の構築方法であって
、
　２階分階高長さの複数の第１柱主筋を、２階下で連結されて施工階床面上に突出してい
る２階分階高長さの第２柱主筋に連結する第１工程と、
　上記第１柱主筋の周囲に１階分階高長さの第１柱型枠を形成する一方、１階下で連結さ
れて上記施工階床面上に突出している２階分階高長さの第３柱主筋の周囲に１階分階高長
さの第２柱型枠を形成し、上記第１柱型枠内および第２柱型枠内にコンクリートを打設し
て第１柱部材及び第２柱部材を構築する第２工程と、
　 上記先組梁主筋籠を吊り上げて、この先組梁主筋籠の一端か
ら突出している梁主筋を上記第１柱主筋の間に挿入した後、他端から突出している梁主筋
を上記第３柱主筋の間に挿入して、上記先組梁主筋籠を上記第１柱部材と第２柱部材との
間に架設する第３工程と、
　少なくとも、上記先組梁主筋籠、上記先組梁主筋籠と第１柱主筋との接合部、および、
上記先組梁主筋籠と第３柱主筋との接合部に、コンクリートを打設する第４工程
を備えたことを特徴としている。
【００１６】
　上記構成によれば、施工階に立設される第１柱主筋の長さは２階分の階高長さを有して
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１スパン分の長さを有する
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１スパン分の長さを有する



いるために、接続個所および揚重回数が従来の１ /２となる。したがって、柱の構築コス
トが低減されると共に、柱主筋の揚重時間が短縮される。さらに、上記第１柱主筋の施工
階床面からの高さは２階分の階高であり、上記第３柱主筋の上記高さは１階分の階高であ
る。したがって、従来と同じ足場を用いて梁の架設が行われる。さらに、梁主筋の両端を
上記各柱主筋に挿入する際に、高い方の第１柱主筋がガイドになって、低い方の第３柱主
筋への挿入が容易に行われる。
【００１７】
　また、 に係る発明は、
　 乃至 の何れか一つに係る発明の柱および梁の構築方法において、
　上記第２柱型枠は、柱剪断補強筋が埋設された中空筒状柱型枠であることを特徴として
いる。
【００１８】
　上記構成によれば、コンクリートが打設された後の中空筒状柱型枠は、そのまま第３柱
主筋の柱部材として使用される。したがって、通常の柱型枠のように解体する必要がなく
、柱構築の作業性が向上される。
【００１９】
　また、 に係る発明は、
　 乃至 の何れか一つに係る発明の柱および梁の構築方法において、
　上記第１柱主筋の上部に上階用の柱剪断補強筋を束にして係止しておくことを特徴とし
ている。
【００２０】
　上記構成によれば、上記第１柱主筋に配筋されるべき上階分の柱剪断補強筋が予め上端
部にまとめて仮止めされている。したがって、上記柱剪断補強筋が邪魔になることなく上
記梁部材あるいは先組梁主筋籠の架設が容易に行われる。さらに、上記梁部材の架設が終
了した後における上記第１柱主筋に対する柱剪断補強筋の配筋が上記仮止めを解くだけで
簡単に行われ、施工効率の向上が図られる。
【００２１】
　また、 に係る発明は、
　 乃至 の何れか一つに係る発明の柱および梁の構築方法において、
　上記施工階より上階の夫々において、上記第１工程乃至第４工程を繰り返して行うこと
を特徴としている。
【００２２】
　建築する建物が高層階になればなるほど、柱主筋や柱剪断補強筋や型枠材料の揚重に要
する時間が長くなる。したがって、上記柱主筋の長さを２階分の階高長さにしたり、柱剪
断補強筋を柱主筋に仮止めしたり、柱型枠を上記中空筒状柱型枠にしたりして、柱主筋や
柱剪断補強筋や型枠材料の揚重回数を減らすことによって、上記揚重時間の大幅な削減が
図られる。さらに、上記柱主筋の長さを２階分の階高長さにすることに基づく、上記柱主
筋の接続回数の削減によるコスト低減や、施工階床面からの柱主筋の高さに段差を設ける
ことによる作業効率の向上が、各施工階毎に図られる。
【００２３】
【発明の実施の形態】
　以下、この発明を図示の実施の形態により詳細に説明する。図１は、本実施の形態の柱
および梁の構築方法における作業手順を示す図である。本実施の形態においては、上下２
階分の階高の長さを有する複数本の第１柱主筋を矩形や円形の柱の形状に組み立てて成る
先組柱主筋１１を用いることによって、各施工階毎の揚重回数を少なくし、先組柱主筋１
１と先組柱主筋１１との接続回数を少なくするのである。
【００２４】
　図１ (a)に示すように、柱立設作業を行うＮ階の床面からは、 (Ｎ－２ )階に立設された
２階分の階高の長さを有する第２柱主筋１２の先端１２ aが突出している。また、 (Ｎ－１
)階に立設された２階分の階高の長さを有する第３柱主筋１３のＮ階部分１３ aが突出して
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いる。そして、第２柱主筋１２と第３柱主筋１３とは交互に配列されている。
【００２５】
　先ず、位置保持用コンパネ１４に取り付けられて略矩形に配列された先組柱主筋１１が
、クレーン１５によって吊り上げられる。そして、先組柱主筋１１の下端が、Ｎ階の床面
から突出している第２柱主筋１２の先端１２ aに溶接 ,圧接 ,機械式継ぎ手 ,重ね継ぎ手等に
よって接続される。ここで、先組柱主筋１１の下側には、 (１階分の階高の長さ－先端１
２ aの長さ－梁高さ )分だけのＮ階分の柱剪断補強筋１６が配筋されている。さらに、先組
柱主筋１１の上部には、 (Ｎ＋１ )階分とＮ階パネルゾーン分との柱剪断補強筋１７が一ま
とめにして仮止めされている。
【００２６】
　上記 (Ｎ＋１ )階分の柱剪断補強筋１７の仮止め方法に付いては特に限定するものではな
いが、例えば次の様な方法によって行う。すなわち、一番上に位置する柱剪断補強筋１７
を先組柱主筋１１の所定位置に取り付ける。以下、上記最上の柱剪断補強筋１７に他の柱
剪断補強筋１７を順次鎖やロープ等によって所望の間隔で吊り下げ、全柱剪断補強筋１７
を紐等で束ねて上記最上の柱剪断補強筋１７の位置に仮止めするのである。そして、柱剪
断補強筋１７を配筋する場合には、上記束ね用の紐を解くことによって自重で全柱剪断補
強筋１７が所望の間隔で配筋されるのである。あるいは、鉄筋を矩形の螺旋状に所望の回
数だけ旋回させて柱剪断補強筋１７を構成し、最上の１旋回分を先組柱主筋１１の所定の
位置に取り付けて、他の旋回分を上記最上の旋回分と一緒に紐等で束ねて仮止めしておい
てもよい。そして、柱剪断補強筋１７を配筋する場合には、上記束ね用の紐を解いて最下
の旋回分を所定の位置まで引き降ろして第１柱主筋１１に取り付けるのである。Ｎ階パネ
ルゾーン分の柱剪断補強筋１７も同様にして、 (Ｎ＋１ )階分の柱剪断補強筋１７の直下に
仮止めされる。
【００２７】
　一方、上記 (Ｎ－１ )階からの第３柱主筋１３におけるＮ階部分１３ aには、 (１階分の階
高の長さ－梁高さ )分の柱剪断補強筋１８が既に配筋されている。ここで、この柱剪断補
強筋１８の配筋は、Ｎ≧２である場合には、上述のごとく、予め第３柱主筋１３の上部に
仮止めされた柱剪断補強筋１８の上記仮止めを解くことによって行われる。同様に、 (Ｎ
－２ )階の第２柱主筋１２のＮ階への突出部分１２ aにも柱剪断補強筋１９が既に配筋され
ている。
【００２８】
　次に、図１ (b)に示すように、上記第２柱主筋１２ aの柱剪断補強筋１９の個所と先組柱
主筋１１の柱剪断補強筋１６の個所とには、Ｎ階の第１柱型枠２０が組み立てられる。同
様に、第３柱主筋１３ aの柱剪断補強筋１８の箇所にＮ階の第２柱型枠２１が組み立てら
れる。そして、第１ ,第２柱型枠２０ ,２１内にコンクリートが打設されて、Ｎ階のコンク
リート柱が形成される。
【００２９】
　次に、図１ (c)に示すように、ハーフＰＣ梁２２を第３柱主筋１３ aの先端近傍までクレ
ーン１５で吊り上げ、一端から突出している上側梁主筋２３を先組柱主筋１１における仮
止めされた柱剪断補強筋１７とコンクリート柱２４との間に挿入した後、ハーフＰＣ梁２
２を吊り降ろす。さらに、ハーフＰＣ梁２２を、その他端から突出している上側梁主筋２
５をコンクリート柱２６から突出している第３柱主筋１３ aに挿入しながら更に吊り降ろ
し、ハーフＰＣ梁２２の端部の夫々をコンクリート柱２４あるいはコンクリート柱２６上
に載置する。こうして、コンクリート柱２４ ,２６の間にハーフＰＣ梁２２を架設する。
【００３０】
　次に、上記上側梁主筋２３ ,２５をコンクリート柱２４上のパネルゾーン外に（図中右
側に )ずらし、仮止めされているＮ階パネルゾーン分の柱剪断補強筋１７の束ね用の紐を
解いて、自重で (螺旋状の柱剪断補強筋の場合は最下の柱剪断補強筋を引き降ろして )上記
パネルゾーンに配筋して固定する。
【００３１】
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　次に、上記上側梁主筋２３ ,２５をコンクリート柱２６上のパネルゾーン外に（図中左
側に )ずらし、第３柱主筋１３ aの上記パネルゾーンに柱剪断補強筋を配筋して固定する。
そうした後、上側梁主筋２３ ,２５を元の位置に戻す。
【００３２】
　次に、図１ (d)に示すように、上記コンクリート柱２４ ,２６の間に架設されたハーフＰ
Ｃ梁２２の中央部を、支持材２７で支持する。さらに、先組柱主筋 (第１柱主筋 )１１とハ
ーフＰＣ梁２２との接合部であるパネルゾーンに第１型枠２８を形成する一方、第３柱主
筋１３ aとハーフＰＣ梁２２とのパネルゾーンに第２型枠２９を形成する。そうした後、
床型枠および床鉄筋を組み立てて、第１型枠２８ ,第２型枠２９の各型枠内、および、上
記床型枠内に、コンクリートを打設してＮ階の柱と (Ｎ＋１ )階の床とが形成される。
【００３３】
　次に、図１ (e)に示すように、上記先組柱主筋１１の上部に仮止めされている（Ｎ＋１ )
階分の柱剪断補強筋１７の束ね用の紐を解いて、自重で (螺旋状の柱剪断補強筋１７の場
合は最下の柱剪断補強筋１７を引き降ろして )(Ｎ＋１ )階分の柱剪断補強筋１７を所望の
間隔で配筋して固定する。また、第３柱主筋１３における (Ｎ＋１ )階への突出部分１３ a
にも柱剪断補強筋３１を配筋して固定する。
【００３４】
　以後、 (Ｎ＋１ )階の床３０から突出している先組柱主筋１１を図１ (a)の第３柱主筋１
３ aと見なし、 (Ｎ＋１ )階の床３０から突出している第３柱主筋１３ aを図１ (a)における
第２柱主筋１２の先端１２ aと見なして、図１ (a)から図１ (e)までの手順を繰り返すこと
によって、 (Ｎ＋１ )階の柱および梁が構築されるのである。
【００３５】
　上述のように、本実施の形態においては、施工階であるＮ階の床から突出している (Ｎ
－２ )階からの第２柱主筋１２の先端１２ aに、上部に１階分の柱剪断補強筋１７を束ねて
仮止めされた２階分の階高の長さを有する先組柱主筋 (第１柱主筋 )１１の下端を取り付け
て立設する。次に、先組柱主筋１１の柱剪断補強筋１６が配筋されているＮ階部分に第１
柱型枠２０を形成する一方、第３柱主筋１３における柱剪断補強筋１８が配筋されている
Ｎ階部分１３ aに第２柱型枠２１を形成する。そして、両柱型枠２０ ,２１内にコンクリー
トを打設してＮ階分のコンクリート柱２４ ,２６を形成する。次に、上記ハーフＰＣ梁２
２をクレーン１５で吊り上げて、一端から突出している梁主筋２３を先組柱主筋１１に挿
入する一方、他端から突出している梁主筋２５を第３柱主筋１３ aに挿入して吊り降ろす
。そして、ハーフＰＣ梁２２の両端部をコンクリート柱２４ ,２６上に載置して、コンク
リート柱２４ ,２６の間にハーフＰＣ梁２２を架設するようにしている。
【００３６】
　したがって、上記フルＰＣ柱１２のＮ階への揚重回数を、図２に示す従来の構築方法に
おける柱主筋の揚重回数の半分にすることができ、施工効率を上げることができるのであ
る。さらに、先組柱主筋１１の長さは２階分階高長さを有している。したがって、 (Ｎ＋
１ )階では、先組柱主筋１１に対する次の先組柱主筋との接続を省略でき、柱主筋と柱主
筋の接続回数を従来の半分にできる。したがって、上記接続に要する時間と労力とコスト
を略半減できる。また、先組柱主筋１１の上部に柱剪断補強筋１７を１階分束ねて予め仮
止めしておくので、ハーフＰＣ梁２２の一端から突出している梁主筋２３を先組柱主筋１
１に挿入して、ハーフＰＣ梁２２の架設を容易に行うことができる。さらに、ハーフＰＣ
梁２２を架設した後に上記仮止めを解くだけで柱剪断補強筋１７を簡単に配筋することが
でき、施工効率を上げることができる。
【００３７】
　また、上記先組柱主筋１１における当該Ｎ階床面からの高さは２階分の階高であるのに
対して、第３柱主筋１３におけるＮ階部分１３ aの上記高さは１階分の階高である。した
がって、先組柱主筋１１と第３柱主筋１３ aの間にハーフＰＣ梁２２を架設する場合に、
吊り上げたハーフＰＣ梁２２を低い方の第３柱主筋１３ aの近傍まで降下させてから夫々
の梁主筋２３ ,２５を柱主筋１１ ,１３ aに挿入できる。そのため２階分高さの特別な足場
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を必要とはせず、第３柱主筋１３ aの上方の空間を利用することができ、ハーフＰＣ梁２
２の架設を作業性良く行うことができる。さらに、ハーフＰＣ梁２２の梁主筋２５を第３
柱主筋１３ aに挿入する際に、先に梁主筋２３が挿入された先組柱主筋１１がガイドにな
って容易に挿入できる。
【００３８】
　尚、上記実施の形態においては、上記先組柱主筋１１および第３柱主筋１３のＮ階部分
に第１柱型枠２０および第２柱型枠２１を形成した後、両柱型枠２０ ,２１内にコンクリ
ートを打設している。しかしながら、この発明はこれに限定されるものではなく、先組柱
主筋１１および第３柱主筋１３ aの周囲に組み立てられた両柱型枠２０ ,２１には、ハーフ
ＰＣ梁２２と柱主筋１１ ,１３ aとのパネルゾーンに形成された第１ ,第２型枠２８ ,２９お
よび床型枠内に、コンクリートを打設する際に、同時にコンクリートを打設しても差し支
えない。
【００３９】
　また、上記実施の形態においては、先組柱主筋１１の上部に仮止めされた上階分の柱剪
断補強筋１７を、上記仮止めを解くことによって配筋するようにしている。しかしながら
、この発明はこれに限定されるものではなく、長手方向に所定の間隔で配列された矩形の
柱剪断補強筋を１階分の階高分長さのコンクリート型枠に埋設して形成された鉄筋コンク
リート構造の中空筒状柱型枠を先組柱主筋１１に挿通させてもよい。その場合には、先組
柱主筋１１の上部に柱剪断補強筋１７を予め仮止めしておく必要はない。尚、上記中空筒
状柱型枠は必ずしも四角筒体である必要はなく、円筒体等の他の筒体であっても差し支え
ない。
【００４０】
　また、上記実施の形態においては、上記梁としてハーフＰＣ梁２２を用いている。しか
しながら、この発明における上記梁の構成は上記実施の形態に限定されるものではなく、
以下のような種々の構成が可能である。
【００４１】
　 (Ａ ) 先組梁主筋籠
　上記先組梁主筋籠は、一方向に配設された複数の梁主筋と、この梁主筋の長手方向に所
定の間隔で上記梁主筋に外接して巻き付け固定された矩形の梁剪断補強筋で構成される。
この場合における上記先組梁主筋籠の架設手順は、図１ (c)に示すハーフＰＣ梁２２の場
合と同様に、上記梁剪断補強筋の一端から突出している梁主筋を先組柱主筋１１における
仮止めされた柱剪断補強筋１７とコンクリート柱２４との間に挿入した後、当該先組梁主
筋籠を吊り降ろす。さらに、当該先組梁主筋籠を、その梁剪断補強筋の他端から突出して
いる梁主筋をコンクリート柱２６から突出している第３柱主筋１３ aに挿入しながら更に
吊り降ろし、当該先組梁主筋籠の両端から突出している下側梁主筋の夫々をコンクリート
柱２４あるいはコンクリート柱２６上にスペーサを介して所定の間隔を置いて載置する。
【００４２】
　こうして、上記両コンクリート柱２４ ,２６の間に先組梁主筋籠を架設した後に、先組
梁主筋籠と両柱主筋１１ ,１３ aとの接合部であるパネルゾーンに第１ ,第２型枠２８ ,２９
を組み立てる際に、当該先組梁主筋籠の周囲に梁型枠も一緒に組み立てるのである。
【００４３】
　尚、上記梁型枠の組み立て時期は、上述のように先組梁主筋籠を架設した後に限定され
るものではなく、先組梁主筋籠の架設に先立って予め組み立てておいても差し支えない。
その場合には、先組梁主筋籠の架設に先立って、両コンクリート柱２４ ,２６の間にある
いは両柱型枠２０ ,２１の間に、上記梁型枠を組み立てて支持材で支持しておく。さらに
、先組梁主筋籠と両柱主筋１１ ,１３ aとの接合部であるパネルゾーンにも第１ ,第２型枠
２８ ,２９を組み立てておく。そして、図１ (c)に示すハーフＰＣ梁２２の場合と同様にし
てクレーン１５で吊り降ろされた先組梁主筋籠を上記梁型枠と両型枠２８ ,２９との中に
収納するのである。
【００４４】
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　 (Ｂ ) 鉄筋一体型梁型枠
　上記鉄筋一体型梁型枠は、上記先組梁主筋籠とその周囲に一体に組み立てられた梁型枠
で構成される。この場合における上記鉄筋一体型梁型枠の架設手順は、図１ (c)に示すハ
ーフＰＣ梁２２あるいは上述の先組梁主筋籠の場合と同様である。尚、鉄筋一体型梁型枠
の場合は、上記先組梁主筋籠のごとく架設後に型枠を組み立てる必要はないが、複数本の
支柱で梁型枠を支持する必要がある。
【００４５】
【発明の効果】
　以上より明らかなように、請求項１に係る発 柱および梁の構築方法は、２階分階高
長さの第１柱主筋を２階下からの第２柱主筋に連結し、上記第１柱主筋の周囲および１階
下からの第３柱主筋の施工階床面から突出している部分の周囲に第１ ,第２柱型枠を形成
し、 梁部材を吊り上げて一端側の梁主筋を上記第１柱主筋に挿
入した後に他端側の梁主筋を上記第３柱主筋に挿入して架設し、上記両柱型枠内 ,上記梁
部材と第１柱主筋との接合部および上記梁部材と第３柱主筋との接合部にコンクリートを
打設するので、請求項１と同様に、２階分階高長さの第１柱主筋を施工階に立設すること
により、接続個所および揚重回数を従来の１ /２にできる。したがって、柱の構築コスト
を低減し、柱主筋の揚重時間を短縮できる。
【００４６】
　さらに、上記第１柱主筋の施工階床面からの高さは２階分階高であるのに対して、上記
第３柱主筋の上記高さは１階分階高である。したがって、低い方の上記第３柱主筋の近傍
で梁主筋の両端を上記第１ ,第３柱主筋に挿入して上記梁部材を架設できる。したがって
、上記架設に際して２階分階高の足場は必要なく、従来と同じ足場を用いて上記梁部材を
架設できる。さらに、その場合に、先ず高い方の第１柱主筋に一方の梁主筋を挿入し、次
に低い方の第３柱主筋に他方の梁主筋を挿入することによって、高い方の第１柱主筋をガ
イドとして低い方の第３柱主筋への挿入を容易に行うことができる。
【００４７】
　また、 に係る発明の柱および梁の構築方法は、２階分階高長さの第１柱主筋を
２階下からの第２柱主筋に連結し、上記第１柱主筋の周囲および１階下からの第３柱主筋
の施工階床面から突出している部分の周囲に第１ ,第２柱型枠を形成し、コンクリートを
打設して柱部材を構築し、 梁部材を吊り上げて一端側の梁主筋
を上記第１柱主筋に挿入した後に他端側の梁主筋を上記第３柱主筋に挿入して架設し、上
記梁部材と第１柱主筋との接合部および上記梁部材と第３柱主筋との接合部にコンクリー
トを打設するので、２階分階高長さの第１柱主筋を施工階に立設することにより、接続個
所および揚重回数を従来の１ /２にできる。したがって、柱の構築コストを低減し、柱主
筋の揚重時間を短縮できる。
【００４８】
　また、上記第１柱主筋の施工階床面からの高さは２階分の階高であり、上記第３柱主筋
の上記高さは１階分の階高である。したがって、従来と同じ足場を用いて梁の架設を行う
ことができる。さらに、梁主筋の両端を上記各柱主筋に挿入する際に、高い方の第１柱主
筋をガイドにして低い方の第３柱主筋への挿入を容易に行うことができる。
【００４９】
　また、 に係る発明の柱および梁の構築方法は、２階分階高長さの第１柱主筋を
２階下からの第２柱主筋に連結し、上記第１柱主筋の周囲および１階下からの第３柱主筋
の施工階床面から突出している部分の周囲に第１ ,第２柱型枠を形成し、

先組梁主筋籠を吊り上げて一端側の梁主筋を上記第１柱主筋に挿入した後に他
端側の梁主筋を上記第３柱主筋に挿入して架設し、上記両柱型枠内 ,上記先組梁主筋籠 ,上
記先組梁主筋籠と第１柱主筋との接合部および上記先組梁主筋籠と第３柱主筋との接合部
にコンクリートを打設するので、２階分階高長さの第１柱主筋を施工階に立設することに
より、接続個所および揚重回数を従来の１ /２にできる。したがって、柱の構築コストを
低減し、柱主筋の揚重時間を短縮できる。
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【００５０】
　また、上記第１柱主筋の施工階床面からの高さは２階分の階高であり、上記第３柱主筋
の上記高さは１階分の階高である。したがって、従来と同じ足場を用いて梁の架設を行う
ことができる。さらに、梁主筋の両端を上記各柱主筋に挿入する際に、高い方の第１柱主
筋をガイドにして低い方の第３柱主筋への挿入を容易に行うことができる。
【００５１】
　また、 に係る発明の柱および梁の構築方法は、２階分階高長さの第１柱主筋を
２階下からの第２柱主筋に連結し、上記第１柱主筋の周囲および１階下からの第３柱主筋
の施工階床面から突出している部分の周囲に第１ ,第２柱型枠を形成し、コンクリートを
打設して柱部材を構築し、 先組梁主筋籠を吊り上げて一端側の
梁主筋を上記第１柱主筋に挿入した後に他端側の梁主筋を上記第３柱主筋に挿入して架設
し、上記先組梁主筋籠 ,上記先組梁主筋籠と第１柱主筋との接合部および上記先組梁主筋
籠と第３柱主筋との接合部にコンクリートを打設するので、２階分階高長さの第１柱主筋
を施工階に立設することにより、接続個所及び揚重回数を従来の１ /２にできる。したが
って、柱の構築コストを低減し、柱主筋の揚重時間を短縮できる。
【００５２】
　また、上記第１柱主筋の施工階床面からの高さは２階分の階高であり、上記第３柱主筋
の上記高さは１階分の階高である。したがって、従来と同じ足場を用いて梁の架設を行う
ことができる。さらに、梁主筋の両端を上記各柱主筋に挿入する際に、高い方の第１柱主
筋をガイドにして低い方の第３柱主筋への挿入を容易に行うことができる。
【００５３】
　また、 に係る発明の柱および梁の構築方法は、上記第２柱型枠を柱剪断補強筋
が埋設された中空筒状柱型枠としたので、コンクリートを打設した後の中空筒状柱型枠を
そのまま第３柱主筋の柱部材として使用できる。したがって、上記第１柱主筋の上階部分
に柱剪断補強筋を配筋したり、通常の柱型枠のように解体する必要がなく、柱構築の作業
性を向上できる。
【００５４】
　また、 に係る発明の柱および梁の構築方法は、上記第１柱主筋の上部に上階用
の柱剪断補強筋を束にして係止しておくので、上記梁部材あるいは先組梁主筋籠の架設を
上記柱剪断補強筋に邪魔されることなく容易に行うことができる。さらに、上記第１柱主
筋に対する柱剪断補強筋の配筋を上記仮止めを解くだけで簡単に行うことができ、施工効
率の向上を図ることができる。
【００５５】
　また、 に係る発明はの柱および梁の構築方法は、上記施工階より上階の夫々に
おいて、上記第１工程乃至第４工程を繰り返して行うので、上記柱主筋の長さを２階分の
階高長さにしたり、柱剪断補強筋を柱主筋に仮止めしたり、柱型枠を上記中空筒状柱型枠
にしたりして、柱主筋や柱剪断補強筋や型枠材料の揚重回数を減らすことによって、上記
揚重時間の大幅な削減を図ることができる。さらに、上記柱主筋の長さを２階分の階高長
さにすることに基づく、上記柱主筋の接続回数の削減によるコスト低減や、施工階床面か
らの柱主筋の高さに段差を設けることによる作業効率の向上を、各施工階毎に図ることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　この発明の柱および梁の構築方向における作業手順の説明図である。
【図２】　従来の柱および梁の構築方向における作業手順の説明図である。
【符号の説明】
　１１…先組 (第１ )柱主筋、
１２…第２柱主筋、　　　　　　　　　１３…第３柱主筋、
１６ ,１７ ,１８ ,１９ ,３１…柱剪断補強筋、
２０…第１柱型枠、　　　　　　　　　２１…第２柱型枠、
２２…ハーフＰＣ梁、　　　　　　　　２３ ,２５…梁主筋、
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２８…第１型枠、　　　　　　　　　　２９…第２型枠、
３０… (Ｎ＋１ )階床。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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